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去
る
十
月
十
一
日
早
朝
、
志
木
市

本
町
五
丁
目
十
九
ー
十
五
、「
ア
ド
リ

ア・フ
レ
ス
カ
」ビ
ル
に
本
社
を
置
く
、

株
式
会
社 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
シ
ス
テ

ム
・
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
代
表
取
締
役

の
原
温
代
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。

　

原
温
代
さ
ん
は
、
東
京
小
石
川
、

不
破
家
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。

　
薬
学
士
、
薬
剤
師
と
し
て
、
六
十

年
余
り
以
前
、
池
袋
か
ら
川
越
に
向

か
う
、
東
武
東
上
線
沿
線
に
所
在
す

る
志
木
（
そ
の
こ
ろ
は
「
足
立
町
」）
の

原
家
の
長
男
、
昭
二
に
嫁
し
た
。
当

時
の
志
木
を
縦
貫
す
る
「
本
町
通
り
」

は
砂
利
道
で
、
原
家
の
前
を
野
火
止

用
水
が
流
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
温
代
さ
ん
の
生
家
の
在
る

現
・
小
日
向
（
現
・
文
京
区
）
に
は
、

明
治
の
こ
ろ
、
内
閣
総
理
大
臣
、
鳩

山
一
郎
が
邸
宅
（
現
・「
鳩
山
会
館
」）
を

構
え
、
か
つ
て
は
、
江
戸
上
屋
敷
の

街
と
し
て
知
ら
れ
る
。
徳
川
家
康
が

江
戸
城
に
入
り
、
多
く
の
武
家
屋
敷

が
作
ら
れ
た
。
温
代
さ
ん
の
生
家
は

「
音
羽
御
殿
」
と
し
て
知
ら
れ
る
、現・

-PAGE �
地元で敬愛された実業家・・・
　原温代さんを偲ぶ
小石川で生まれ、志木の原家に嫁した。
東京薬科大学女子部に就学、彼女が大切に
所蔵していた卒業アルバムから

-PAGE 2
原温代さんが代表を務めていた株式会社 ダイ
ナミック・システム・デザイン研究所 Dynamic 
System Design Institute（DSD）の沿革

-PAGE 3
 子供の頃は戦争があった。
 宮城県鳴子町に　疎開する
-PAGE 4
 藤間流の名取り「藤間千踊」を頂戴し、
 弟の不破由晴氏とともにカクテル教室で
 バーテンダーに
 そしてソムリエの修行を・・・

 

地
元
で
敬
愛
さ
れ
た
実
業
家
・
・
・

 　
　

原
温
代
さ
ん
を
偲
ぶ

鳩
山
会
館
の
近
く
に
在
っ
て
、
広
い
庭

園
は
子
供
達
の
遊
び
場
だ
っ
た
。

　
温
代
さ
ん
は
、
地
元
の
小
学
校
、
中

学
校
を
卒
業
、
都
立
高
校
を
経
て
、　

　
台
東
区
上
野
桜
木
町
に
所
在
し
た

東
京
薬
科
大
学
女
子
部
に
就
学
し
た
。

　
彼
女
が
大
切
に
所
蔵
し
て
い
た
、
卒

業
ア
ル
バ
ム
か
ら
、
以
下
、
そ
の
一
部

を
転
載
し
て
、
当
時
の
学
生
生
活
を
垣

間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

東
京
薬
大・女
子
部
長

寺
坂
正
信
先
生

卒
業
証
書
を
も
っ
た
不
破
温
代
さ
ん

ド
イ
ツ
語
の
中
山
先
生

彼
女
が
専
攻
し
た

微
生
物
学
の
渡
部
先
生

生
化
学
の
三
橋
先
生

薬
化
学
の
加
藤
先
生

言
問
通
り
に
面
し
た

 

上
野
桜
木
町
の

　
校
舎
と
玄
関

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
皆
さ
ん

薬
品
製
造
化
学
の
伴
良
雄
先
生

薬
化
学
の
小
林
五
郎
先
生

地
学
の
秋
間
哲
夫
先
生

裁
判
化
学
の
奥
井
誠
一
先
生
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免
許
を
取
得
し
た
こ
ろ
、
未
だ
国

産
の
自
動
車
は
製
造
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
英
国
製
の
オ
ー
ス
チ
ン
を

見
付
け
て
購
入
す
る
。

　

国
産
の
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
が
お
目
見

え
し
た
が
、車
の
国
産
化
は
進
み
、「
旗

は
日
の
丸
、
車
は
日
産
」
に
魅
せ
ら

れ
て
、
プ
リ
ン
ス
自
動
車
を
吸
収
合

併
し
た
第
一
号
の
「
グ
ロ
リ
ア
」
に

乗
り
換
え
る
。

　

や
が
て
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
の
代
表
、

日
産
「
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
ー
」
へ
。
何

世
代
か
の
同
車
を
乗
り
換
え
、
イ
ェ

ロ
ー
の
「
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
ー
」
を
亡

く
な
る
ま
で
運
転
し
た
。

　

以
上
、
こ
こ
に
記
し
た
の
は
、
残

念
乍
ら
、
彼
女
の
人
生
の
ほ
ん
の
一

部
分
に
過
ぎ
ず
、
履
歴
書
さ
え
残
す

こ
と
さ
え
で
き
な
い
こ
と
を
、
私
は

恥
じ
て
い
る
。

　
　
皆
様
に
お
願
い

　

こ
の
追
悼
号
は
、
今
後
、
常
に
書

き
加
え
、
修
正
し
た
い
。

　

彼
女
を
知
る
方
は
、
か
つ
て
の
記

憶
を
蘇
ら
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
、
私
、

原　
昭
二　
に
お
寄
せ
下
さ
い
ま
せ

ん
か
。　
メ
ー
ル
は

 　

hara@
cam

elianet.com
 

　
こ
の
追
悼
号
は
、何
度
も
、何
度
も
、

何
度
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
写
真
な
ど

を
増
や
し
て
ゆ
き
た
い
の
で
す
。

● 

不
動
産
賃
事
業
部
に

進
出
す
る

　

遺
憾
乍
ら
、「
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業

部
」
の
パ
チ
ン
コ
店
は
、

周
辺
の
同
業
者
と
の
競

合
が
激
し
く
、
そ
の
運

営
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
幸
い
、
平

成
�2
年
２
月
、
大
規
模

な
、
東
上
線
志
木
駅
、

駅
前
の
都
市
計
画
が
完

成
し
て
、
不
動
産
事
業

と
し
て
の
環
境
が
劇
的
に
好
転
し
た
。

　

歩
い
て
、
駅
か
ら
二
、三
分
と
云

う
好
立
地
を
生
か
し
て
、
平
成
25
年

（20�3

）、
コ
ン
ビ
ニ
、
医
療
、
賃
貸

用
住
居
の
複
合
ビ
ル
、「
ア
ド
リ
ア
・

フ
レ
ス
カ
」
が
創
業
者
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
、
当
社
は
、
不
動
産
賃
貸
の

事
業
に
進
出
し
た
。

● 

続
い
て
平
成
29
年
、第
２
ビ
ル
「
カ

メ
リ
ア
」
が
建
設
さ
れ
た
。
一
階
は
、

児
童
福
祉
、
交
通
事
故
に
備
え
た
医

療
機
関
、
二
階
か
ら
六
階
ま
で
の
賃

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
の
制
作
、
経
営
支

援
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
パ
チ
ン

コ
店
「
ア
ド
リ
ア
」
の
ホ
ー
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
を
取
り
込
み
、

営
業
管
理
、
来
客
デ
ー
タ
を
外
部
で

も
見
ら
れ
るW

EB

シ
ス
テ
ム
を
完

成
し
た
。

　

パ
チ
ン
コ
店
は
、
業
界
の
先
端
を

行
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ
ム

の
導
入
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、

地
域
の
人
気
店
と
し
て
、
華
々
し
く

創
業
し
た
。

　
受
講
生
を
募
集
し
、ま
た
雑
誌
「
マ

イ
レ
ッ
ス
ン
」
な
ど
に
広
告
を
掲
出

し
た
。

　

優
秀
な
受
講
生
を
「
ス
ク
ー
ル
メ

イ
ト
」
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
登
用
し

た
。
現
在
も
有
力
な
ス
タ
ッ
フ
の
一

員
と
し
て
働
い
て
い
る
方
も
い
て
、

最
高
の
レ
ベ
ル
の
技
術
力
が
行
使
さ

れ
て
い
る
。

● 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

当
社
は
開
設
当
時
、
日
本
化
学
会

の
「
情
報
化
学
部
会
」、
日
本
薬
学
会

の
「
情
報
薬
学
部
会
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
協
賛
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
使

用
許
諾
、
著
作
権
使
用
の
面
で
制
作

上
有
利
な
立
場
を
確
保
し
て
き
た
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
な
ど
の
セ
ミ

ナ
ー
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
る
薬

品
創
製
（
創
薬
）、
技
術
講
座
な
ど
の

企
画
、
運
営
に
当
り
、
こ
れ
ら
を
記

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い

電
子
メ
デ
ィ
ア
の
制
作
も
行
っ
た
。

　
平
成
8
年
7
月　
「W

indow
s 

95

お
よ
び　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」

　
平
成
8
年
9
月　
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
・

モ
デ
リ
ン
グ
、
超
入
門

　

平
成
9
年
2
月　

コ
ン
ビ
ケ
ム
＆

H
IT　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
こ
れ
か

ら
ど
う
な
る
？

　

CD
-RO

M

「
情
報
薬
学
は
い
ま
」

シ
リ
ー
ズ
を
完
成
し
て
、
頒
布
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
医
薬
品
の
創
製
技
術

と
し
て
最
新
の
も
の
で
、
高
い
評
価

を
得
た
。

　

電
子
ブ
ッ
ク
の
制
作
、
記
録
事
業

と
し
て
、CD

-RO
M

の
電
子
ブ
ッ

ク
の
他
、
記
録
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
制
作
態
勢
を
整
え
た
。

　
サ
ー
バ
ー
、LAN

の
構
築

　

将
来
も
っ
と
も
有
力
と
さ
れ
る

「Linux

」
に
よ
り
サ
ー
バ
ー
を
構
築
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、LAN

シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

用
す
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
た
。
金
融
、

不
動
産
業
者
に
よ
る
と
、
こ
の
土
地

は
マ
ン
シ
ョ
ン
ま
た
は
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
の
適
地
の

よ
う
だ
、
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

当
初
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
と
パ

チ
ン
コ
店
な
ど
の
テ
ナ
ン
ト
探
し
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
、
パ
チ
ン
コ
業
界
の

首
位
企
業
で
あ
る
「
㈱
平
和
」
お
よ

び
優
良
な
建
築
、
設
計
で
知
ら
れ
る

「
㈱
タ
ッ
ク
」、
な
ど
の
支
援
、
さ
ら

に
以
前
か
ら
こ
の
土
地
を
駐
車
場
と

し
て
使
用
し
て
い
た
「
東
京
信
用
金

庫
」
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
新
規
事

業
と
し
て
、「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事

業
部
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

● 

メ
デ
ィ
ア
事
業
部
の
運
営

　

一
方
、
創
業
者
が
、
相
続
で
引
き

継
い
だ
有
限
会
社
朝
日
屋
原
薬
局
所

有
の
、
文
京
区
本
郷
五
丁
目
に
所
在

す
る
、「
朝
日
ビ
ル
（
菊
坂
回
廊
）」

（
地
下
に
用
水
ポ
ン
プ
室
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
備
し
、
１
階
に
は
事
務
室
、

事
務
用
机
、
椅
子
な
ど
設
置
）
を
賃

借
し
た
。
2
階　
セ
ミ
ナ
ー
室
、
机
、

椅
子
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー　

3
階　

居
住
用　

4
階　

演
奏
会
用
ピ
ア
ノ
を
備
え
、
写
真
撮

影
用
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
使
用
す
る
。

屋
上
は
休
憩
施
設
で
、BS

、FM

ア

ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
た
。

● 

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
＆
ラ
ボ
を
開

設
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
運
営
し
、
我
が

国
で
は
初
め
て
と
な
る
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
設

備
の
充
実
に
努
め
た
。

　
「
秋
葉
原
」
で
最
新
の
部
品
を
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
、
都
心
に
位
置
す

る
こ
と
は
、
最
先
端
の
技
術
レ
ベ
ル

で
活
動
す
る
基
礎
と
な
っ
た
。

　

備
品
：
取
材
用
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、

再
生
、
デ
ジ
タ
ル
化
基
板
、
ソ
フ
ト
、

編
集
用
パ
ソ
コ
ン
、
周
辺
機
器

　

原
温
代
さ
ん
が
代
表
を
務
め

て
い
た
株
式
会
社 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
シ
ス
テ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
研
究

所D
ynam

ic System
 D

esign 
Institute

（D
SD

）
の
沿
革
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
（200�

年
∧
平

成
十
三
年
∨
）
三
月
に
公
開
さ
れ
た

資
料
か
ら
）　　
　
　

● 

教
育
・
研
究
、
開
発
の
シ
ス
テ
ム

化
を
目
指
し
て

　

原　

昭
二
（
現
・
代
表
取
締
役
）

が
発
起
人
と
な
り
、
辻　

章
夫
（
昭

和
大
教
授
、
紫
綬
褒
賞
受
賞
者
）
他
、

学
術
、産
業
界
の
有
力
者
８
名
に
よ
っ

て
、
昭
和
56
年
（�98�

年
）
2
月

に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
官
学

の
職
員
に
は
、
民
間
企
業
の
設
立
は

禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
非
国
立
、

非
官
学
だ
け
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
四
十
年
近
く
を
経
た
現
代

か
ら
思
え
ば
、
当
た
り
前
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
、
特
別
、
斬
新

な
味
わ
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
当

時
は
、
官
界
で
は
「
禁
じ
手
」
と
も

云
え
る
組
織
だ
っ
た
。

● 

同
研
究
機
関
は
、
シ
ス
テ
ム
構
築

に
関
連
し
た
多
く
の
新
技
術
に
取
り

組
み
、
有
機
合
成
の
自
動
化
、
遺
伝

子
工
学
関
連
の
発
明
な
ど
を
確
立
し

て
、
特
許
を
出
願
し
た
。

　

し
か
し
、
基
幹
と
な
る
特
許
の
取

得
、
実
用
化
を
成
功
さ
せ
る
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

● 

平
成
の
時
代
と
な
り
、
株
主
会
の

意
向
に
よ
っ
て
、
し
か
ら
ば
、
資
金

を
導
入
し
、
発
起
人
（
原
）
は
、
新

た
な
道
を
求
め
、新
規
事
業
を
ス
タ
ー

ト
し
た
。

● 

こ
こ
に
新
事
業
と
し
て
、「
メ
デ
ィ

ア
事
業
部
」
が
誕
生
し
、
創
業
時
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
創

業
者
の
原　

昭
二
は
、
勤
務
し
て
い

た
東
京
薬
科
大
学
を
定
年
退
職
し
、

親
か
ら
相
続
し
た
不
動
産
を
資
産
運

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活
動

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報

道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

 TEL　

090

（3048

）5502
 　

　
　

編
集
部
原
宛
に
ど
う
ぞ

貸
用
住
居
と
が
複
合
し
た
ビ
ル
で
、

駐
車
場
を
備
え
る
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
話
題
は
再
び
戻
っ
て
、

　

都
内
の
小
石
川
か
ら
、
薬
学
を
修

め
た
温
代
さ
ん
が
志
木
に
嫁
し
た
こ

ろ
の
話
し
に
な
る
。

　

志
木
市
を
縦
貫
す
る
本
町
大
通
り

は
ま
だ
砂
利
道
で
、
本
町
二
丁
目
の

朝
日
屋
原
薬
局
の
前
に
は
用
水
が
流

れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
か
ら
の
野
火

止
用
水
、
伊
豆
殿
堀
で
あ
る
。
い
わ

ば
田
舎
の
ま
ち
、
志

木
に
嫁
い
だ
温
代
さ

ん
は
、
初
め
て
の
自

転
車
を
駆
使
し
た

が
、
間
も
な
く
、

志
木
駅
近
く
で
自

動
車
に
追
突
さ
れ
、

大
怪
我
を
負
っ
た
。

そ
れ
な
ら
自
ら
車

で
走
ろ
う
、
と
決

意
し
て
、
自
動
車

に
乗
っ
て
、
更
な

る
行
動
を
期
し
た

の
で
あ
る
。
運
転

免
許
を
取
得
す
る

た
め
、
当
時
和
光

市
の
駅
前
に
在
っ

た
教
習
所
に
通
う
。

　
「
ア
ド
リ
ア
・
フ
レ
ス
カ
」

一
階
は
コ
ン
ビ
ニ
の
ロ
ー
ソ
ン
本
町
店

　
「
カ
メ
リ
ア
」、
一
階
は
児
童
福
祉
の

ハ
ビ
ー
プ
ラ
ス
、
交
通
事
故
者
を
緊
急

に
治
療
す
る
整
形
外
科

温代さんが亡くなるまで愛用した
イェローの日産　「フェアレディー」
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温
代
さ
ん
の
子
供
時
代
に

は
戦
争
が
あ
っ
た
。

　
集
団
学
童
疎
開
か
ら
50

年
が
過
ぎ
て
─

　

太
平
洋
戦
争
が
激
し

く
な
っ
た
昭
和
�9
年
か

ら
20
年
に
か
け
て
、
宮

城
県
鳴
子
町
に
は
、
約

６
５
０
０
名
も
の
東
京
の

子
ど
も
た
ち
が
集
団
疎
開

し
た
。

　
街
の
人
々
が
受
入
れ
に

努
力
さ
れ
ま
し
た
が
、
食

料
の
不
足
す
る
苦
労
の
多

い
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
50
年
。
い
ま

も
、
疎
開
の
記
憶
は
鳴
子

へ
の
な
つ
か
し
さ
と
と
も

に
、
か
つ
て
の
学
童
た
ち

の
心
に
生
き
て
い
ま
す
。

　
昭
和
�9
年
、
米
軍
が
サ

イ
パ
ン
島
に
上
陸
す
る
と

日
本
本
土
への
空
爆
は
も

は
や
時
間
の
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
政
府
は
都
市
部

に
暮
ら
す
児
童
生
徒
の
緊

急
疎
開
を
迫
ら
れ
、
６

月
30
日
に
は
「
学
童
疎
開

促
進
要
網
」
を
閣
議
決

定
、
７
月
�7
日
に
は
「
学

童
集
団
疎
開
実
施
要
領
」

を
発
表
し
ま
す
。
縁
故
疎

開
先
の
な
い
子
ど
も
た
ち

は
学
校
ご
と
に
集
団
で
疎

開
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
は
、
第

一
次
学
童
集
団
疎
開

２
０
０
人
が
上
野
駅
を

出
発
。
こ
う
し
て
鳴
子
に

も
東
京
か
ら
大
勢
の
子
供

た
ち
が
や
っ
て
き
た
の
で

し
た
。

　

集
団
学
童
疎
開
は
、
東
京

を
は
じ
め
と
し
て
全
国
�3
都
市

45
万
人
が
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
東
京
都
は
受
入
れ
県
と
直

接
交
渉
に
当
た
っ
た
よ
う
で
す
。

　

鳴
子
町
、
川
渡
村
（
当
時
）

に
と
っ
て
、
の
べ
６
５
０
０
人

に
及
ぶ
児
童
の
受
入
れ
の
た
め

の
最
大
の
問
題
は
食
糧
で
し

た
。
政
府
か
ら
の
配
給
は
事
務

所
を
通
し
て
毎
日
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
も
戦
争
が
き
び
し
く

な
る
に
つ
れ
、
次
第
に
不
足
し

て
い
き
ま
す
。
多
く
の
旅
館
が

独
自
に
食
糧
確
保
の
た
め
の
努

力
を
続
け
ま
し
た
。

　
親
元
を
離
れ
、
見
知
ら
ぬ
土
地
で
暮

ら
す
。そ
れ
は
�0
歳
前
後
の
子
供
に
と
っ

て
は
不
安
や
心
細
さ
を
と
も
な
う
も
の

で
し
た
。
子
供
だ
け
の
集
団
生
活
の
つ

ら
さ
も
、
特
に
低
学
年
の
子
に
は
身
に

し
み
ま
し
た
。
と
ぼ
し
い
暖
房
で
し
の
ぐ

寒
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
疎
開
と

い
え
ば
必
ず
語
ら
れ
る
の
が
シ
ラ
ミ
。
薬

も
な
か
っ
た
当
時
は
、
だ
れ
も
が
嫌
と
い

う
ほ
ど
シ
ラ
ミ
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
�9
年
当
時
、
小
日
向
台
町
国

民
学
校
6
年
、
鳴
門
村
町
の
旅
館
金

忠
に
疎
開 

し
た
秋
田
良
吉
さ
ん
は
、

出
発
の
と
き
か
ら
後
輩
の
面
倒
を
見
て

い
た
が
、
次
の
よ 

う
に
語
っ
て
い
る
。

　
出
発
の
と
き
は
大
塚
駅
に
集
ま
り
山

手
線
で
上
野
駅
に
出
た
ん
で
す
が
、
お

か
あ
さ
ん
た
ち
が
見
送
り
に
き
て
い
て
、

６
年
生
の
僕
ら
は
「
う
ち
の
◯
◯
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
っ
て
頼
ま
れ

ま
し
た
。「
は
い
、
は
い
」
な
ん
て
、
よ

く
言
っ
て
た
と
思
い
ま
す
よ
、自
分
だ
っ

て
心
細
い
の
に
。
荒
川
渡
っ
た
あ
た
り

か
ら
シ
ク
シ
ク
泣
き
出
す
の
が
い
て
ね
、

な
だ
め
る
の
が
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
で

す
。
宿
で
は
６
年
生
が
班
長
に
な
っ
て

下
の
子
の
面
倒
を
み
ま
し
た
。
セ
ン
チ

メ
ン
タ
ル
な
子
が
い
て
ね
、
夜
に
な
る

と
窓
を
開
け
て「
お
か
あ
さ
ん
星
が
光
っ

て
る
」
な
ん
て
言
う
ん
で
す
よ
。「
わ

か
っ
た
わ
か
っ
た
、も
う
寝
よ
う
」
っ
て
。

疎
開
中
、
下
級
生
が一
人
肺
炎
で
な
く

な
り
ま
し
た
。
川
向
こ
う
の
お
寺
で
だ

び
に
付
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
旅
館

か
ら
見
え
る
ん
で
す
。
怖
か
っ
た
で
す

ね
。
自
分
た
ち
も
そ
う
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
温
代
さ
ん
は
、
朝
日
屋
原
薬
局
の
化

粧
品
販
売
を
近
代
化
す
る
。

　

地
域
の
化
粧
品
販
売
に
新
風
を
導

入
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
先
ず
、
フ
ラ

ン
ス
に
本
拠
を
置
き
、
世
界
の
コ
ス
メ

テ
ィ
ッ
ク
業
界
で
も
著
名
だ
っ
た
、
ポ

ン
ジ
ー
化
粧
品
を
直
売
す
る
ル
ー
ト
を

拓
く
。
ポ
ン
ジ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
は
、
現

在
で
も
、
そ
の
洒
落
た
デ
ザ
イ
ン
が
語

り
継
が
れ
て
登
場
す
る
。

　
続
い
て
、
マ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
、
資

生
堂
化
粧
品
な
ど
を
手
が
け
る
。

以下は鳴子町観光協会が１９９７年３月に発行したパンフレットから引用させていただいたもの

　

原
温
代
さ
ん
の
履
歴
書

・
昭
和
�0
年
3
月
��
日

　
東
京
小
石
川
に
生
ま
れ
る

・
昭
和
�6
年
、
小
石
川
関
口
台
町
国
民

学
校
（
戦
時
体
制
に
即
応
し
た
国
家

主
義
的
な
教
育
を
行
う
為
に
、従
来
の

「
小
学
校
」
を
改
称
し
た
）
に
入
学

・
昭
和
�9
年
、
学
童
疎
開
で
宮
城
県
鳴

子
町
に
滞
在
す
る
。

・
昭
和
22
年
、
文
京
区
立
第
五
中
学
校

に
入
学

・
昭
和
25
年
、
都
立
向
ヶ
丘
高
等
学
校

に
入
学

・
昭
和
28
年
、
東
京
薬
科
大
学
女
子
部

に
入
学

・
昭
和
32
年
（
1
9
5
7
）、
第
五
回
生

と
し
て
卒
業
、
薬
剤
師
国
家
試
験
に
合

格
、
同
年
��
月
、
上
野
精
養
軒
に
て
挙

式
、
埼
玉
県
志
木
町
の
原
家
に
嫁
す
。

・
朝
日
屋
原
薬
局
は
、
町
内
を
貫
通
す

る
大
通
り
に
面
し
、
江
戸
時
代
に
開

削
さ
れ
た
野
火
止
用
水
が
流
れ
て
い

た
。
明
治
二
十
年
こ
ろ
の
創
業
、
明

治
末
年
に
建
築
さ
れ
た
古
め
か
し
い

店
舗
だ
っ
た
。

・
温
代
さ
ん
は
、
直
ち
に
、
そ
の
近
代

化
に
取
り
組
み
、
経
理
の
講
習
を
受

講
し
て
、
新
薬
、
化
粧
品
の
販
売
に

努
め
る
。
営
業
が
軌
道
に
乗
る
と
、

・
藤
間
千
景
先
生
を
師
匠
と
し
て
、
藤

間
流
の
名
取
り
、「
藤
間
千
踊
」
を
頂

戴
し
た
。

・平
成
２
年（�990

）こ
ろ
か
ら
、「
サ

ン
ト
リ
ー
・
カ
ク
テ
ル
教
室
」
で
、
斯

界
の
権
威
者
、
福
西
英
三
先
生
の
指
導

を
受
け
、
趣
味
の
バー
テ
ン
ダ
ー
に
。

・
平
成
７
年
（�995

）
こ
ろ
、
田
崎

新
也
（「
世
界
最
優
秀
ソ
ム
リ
エ
コ
ン

ク
ー
ル
コ
ン
ク
ー
ル
」
第
８
回
大
会

で
優
勝
し
た
）
に
師
事
し
て
、
東
京

銀
座
の
田
崎
新
也
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
に

参
加
、
親
し
く
指
導
を
受
け
る
。

夜、布団を並べて寝る。親を思い出し人知れず布団の中で泣
く子も多かった。



4市民プレス　平成 30 年（20�8 年）�2 月 �� 日 発行（追悼号）
　

朝
日
屋
原
薬
局
の
営
業
が
軌
道

に
乗
っ
て
、
年
来
か
ら
日
本
舞
踊
を

始
め
と
し
て
、
多
彩
な
活
動
を
ス

タ
ー
ト
す
る
。

　
藤
間
千
景
先
生
を
師
匠
と
し
て
、

藤
間
流
の
名
取
り
、「
藤
間
千
踊
」

を
頂
戴
し
、
国
立
劇
場
な
ど
で
し
ば

し
ば
発
表
の
機
会
を
得
た
。

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
「
サ
ン
ト
リ
ー
・
カ
ク
テ
ル
教
室
」

で
、
斯
界
最
高
の
権
威
者
だ
っ
た
、

福
西
英
三
先
生
の
指
導
を
受
け
る
。

　
バー
テ
ン
ダ
ー(Bartender)

と

は
、
バ
ー
や
パ
ブ
等
の
カ
ウ
ン
タ
ー

席
が
置
か
れ
た
酒
場
で
、カ
ク
テ
ル・

ワ
イ
ン
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を

提
供
し
て
、
お
客
を
な
も
て
な
す
人

で
、
日
本
で
は
、
主
に
シ
ェ
イ
カ
ー

等
で
、
カ
ク
テ
ル
の
調
合
を
す
る
人

物
を
指
す
場
合
が
多
い
。

　
バー(Bar)

と
は
酒
場
、
飲
酒
店

の
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
酒
場
を
パ

ブ
と
い
う
。

　

福
西
英
三
先
生
の
ご
経
歴
は
、

昭
和
五
年
（�930

）、
旭
川
市
に
生

ま
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
研
纉
を
積

ま
れ
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
の
講
師
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
。
下
欄
に
引
用
さ
せ
て
カ
ク
テ

ル
技
術
の
図
解
は
、
先
生
の
名
著
、

カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
カ
ク
テ
ル
教
室

か
ら
引
用
さ
せ
て
戴
い
た
、

　

原
温
代
は
、
先
生
が
退
任
さ
れ

る
ま
で
、
直
接
指
導
を
受
け
、
自

宅
に
シ
ェ
イ
カ
ー
な
ど
を
揃
え
、
カ

ク
テ
ル
の
腕
を
挙
げ
た
。
サ
ン
ト

リ
ー
ス
ス
ク
ー
ル
を
率
い
て
二
十
余

年
、
退
職
さ
れ
た
先
生
の
英
姿
は

満
面
笑
み
に
満
ち
て
い
る
。

　
原
温
代
さ
ん
が
次
に
向
か
っ
た
の

は
、
田
崎
真
也
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
で
、

ソ
ム
リ
エ
を
目
指
す
。

　

田
崎
真
也
氏
は
、�958

年
、

東
京
渋
谷
の
生
ま
れ
、�977

年

フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方

や
ボ
ル
ド
ー
地
方
の
ワ
イ
ン
蔵
元
を
訪

ね
歩
く
。
帰
国
し
た
の
ち
再
度
フ
ラ
ン

ス
に
渡
り
、
ソ
ム
リ
エ
学
校
を
卒
業
、 

�980

年
に
帰
国
後
、�983

年
、
第

3
回
全
国
ソ
ム
リ
エ
最
高
技
術
賞
コ
ン

ク
ー
ル 

で
優
勝
、�995

年
に
は
第
8

回
世
界
最
優
秀
ソ
ム
リ
エ
コ
ン
ク
ー
ル

に
、
日
本
人
と
し
て
初
の
優
勝
を
遂

げ
る
。
快
挙
で
あ
る
。

　
ソ
ム
リ
エ(

仏: som
m

elier　

女
性
単
数
形
は:som

m
elière)

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
客
の
要
望
に
応

え
て
ワ
イ
ン
を
選
部
手
助
け
を
す
る
、

ワ
イ
ン
専
門
の
給
仕
人
の
こ
と
。

　
田
崎
ワ
イ
ン
サ
ロ
ン
に
は
、
温
代
さ

ん
の
弟
の
不
破
由
晴
君
が
し
ば
し
ば

同
行
し
た
。
彼
は
、
東
京
芸
大
出
身

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
多
彩
な
分
野

で
活
躍
し
た
が
、
数
年
前
病
魔
に
倒

れ
た
。
誠
に
無
念
で
あ
る
。

　
学
友
ほ
か
は
、
彼
を
偲
ん
で
生
前

の
業
績
を
記
憶
に
残
し
た
。
以
下
に

掲
げ
る
の
は
、20�5

年 

6
月
に
、

彼
の
業
績
を
顕
彰
す
べく
か
つ
て
の
学

友
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
不
破
由
晴

遺
作
展
と
偲
ぶ
会
の
記
録
で
あ
る
。

　
下
段
に
掲
出
し
た
写
真
の
中
央
に

は
、
銀
座
の
大
通
り
の
案
内
板
と
し

て
、
現
在
も
健
在
す
る
、
由
晴
氏
の

作
品
、
右
上
の
「
ホ
ル
ン
ケ
ト
ル 

」

は
、
お
湯
が
沸
く
と
、
ピ
ー
と
鳴
り
、

摘
み
で
お
湯
を
注
ぐ
新
型
湯
沸
か
し

で
、
ク
ッ
ク
ベッ
セ
ル
社
で
販
売
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
ほ
か
に
輸
出
さ
れ
て
、
当

時
は
貴
重
な
外
貨
を
稼
い
だ
。
た
だ

し
、
現
在
で
は
、
中
国
な
ど
で
生
産

さ
れ
る
同
類
品
が
世
界
中
に
拡
散
し

た
の
で
、
す
で
に
国
産
品
は
消
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
下
は
、
メ
ッ
シ
ュ

ア
ー
ト
展
、�99�

よ
り
、
ま
た
右

下
は
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
の
壁

M
eccainism

o �967de

で
、
図

書
館
の
壁
面
に
現
在
も
掲
出
さ
れ
て

い
る
。　

　
不
破
由
晴
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

•
�942

年　
東
京
に
生
ま
れ
る 

•
�958

年　
都
立
文
京
高
校
入
学
、

美
術
部
に
入
部 

•
�96�

年　
東
京
芸
術
大
学 

美
術

学
部 

工
芸
科
に
入
学 

•
�965

年　
東
京
芸
術
大
学 

美
術
学

部 

工
芸
科
鍛
金
専
攻　
卒
業 

• 

安
宅
賞
受
賞 

•
�967

年　

東
京
芸
術
大
学
美
術
学

部
大
学
院
卒
業 

•

卒
業
制
作
（
大
学
買
い
上
げ
）　
プ
ラ

ン
タ
ン
賞
受
賞 

•
�967

年　

金
属
造
形
家
集
団
工
房

（
ジ
リ
オ
）　
設
立
に
加
わ
る 

•
�969

年　
「
ホ
ル
ン
ケ
ト
ル2.0 L

」」 

がG

マ
ー
ク
に
選
定 

さ
れ
る
。
続
い
て
、

�97�

年　
「
ホ
ル
ン
ケ
ト
ル  3.0 L

」

　

G

マ
ー
ク
選
定 

•
�982

年　
ク
ッ
ク
ベ
セ
ル
株
式
会
社

に
入
社 　

•
�984

年　
ケ
ト
ル
と
鍋
の

「
マ
マン
シ
リ
ー
ズ
」　G

マ
ー
ク
選
定 

•
�986

年　
「
ホ
ル
ン
ケ
ト
ル 3,0 L

」

G

マ
ー
ク
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
受
賞  

•
�988

年　
「
ホ
ル
ン
ア
ル
フ
ァ
ユ
ウ
」

G

マ
ー
ク
選
定,

西
独
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ス

選
定 •

�990

年　
メ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ト 

BAY 

‘
90 

バル
セ
ロ
ナ
展 

•
�995

年　
メ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ト　

 

大
黒

ふ
頭
モ
ニュ
メ
ン
ト 　

•
�997

年

メ
ッ
シ
ュ
ア
ー
ト　

日
産
ス
タ
ジ
ア
ム 

ゲ
ー
ト
広
場
モ
ニュ
メ
ン
ト 

•
�997

年　
ク
ッ
ク
ベ
ッ
セ
ル
株
式
会

社　
社
長
就
任 　

•
2004

年　
ク
ッ

ク
ベッ
セ
ル
株
式
会
社　
会
長
就
任 　

•
20�4

年　
�0
月
肺
炎
に
て
逝
去 

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
原
温
代
さ
ん
は
、
お
見
合
い
の
提
案
に

優
れ
た
天
性
を
も
ち
、
結
婚
に
導
い
て
仲

人
を
務
め
、
幸
せ
な
ご
夫
婦
に
導
い
た
。

二
十
数
回
を
数
え
る
。

　
志
木
市
で
、
琴
の
糸
製
作
者
と
し
て
、

人
間
国
宝
に
比
す
る
芸
術
家
で
、
名
門

の
原
信
次
氏
に
お
話
し
し
て
、
小
石
川
の

名
家
、
小
島
家
の
お
嬢
様
が
、
志
木
市

の
原
家
に
嫁
さ
れ
た
。
こ
の
ご
縁
談
は
、

小
石
川
と
志
木
市
と
を
結
ぶ
ご
縁
と
し

　
下
の
写
真
は

　
文
京
区
本
郷
五
丁
目
郵
便
局
に
隣
接
す
る

「
菊
坂
回
廊
」
の
入
り
口
の
標
識
と
し
て

て
、
本
紙
編
集
人
は
、
誠
に
有
難
く
、

深
く
感
謝
し
て
い
る
。

　　
温
代
さ
ん
は
、
築
地
の
料
亭
の
シ
ェ

フ
を
務
め
る
隣
家
の
お
隣
に
住
み
、
味

付
け
は
、
抜
群
の
力
量
を
持
っ
て
い
た
。

残
乍
ら
も
う
味
わ
え
な
い
。
お
正
月
の

お
祝
い
の
お
雑
煮
の
味
・
・
・
・　
　

　　
繰
り
返
し
て
皆
様
に
お
願
い

　
こ
の
追
悼
号
は
、今
後
、書
き
加
え
、

修
正
し
た
い
。
温
代
さ
ん
を
知
る
方

は
、
彼
女
と
の
交
遊
の
記
憶
を
蘇
ら

れ
せ
て
、
コ
メ
ン
ト
を
、

私
、
原　

昭
二　

に
お
寄
せ
下
さ
い

ま
せ
ん
か
。　
メ
ー
ル
は

 　

hara@
cam

elianet.com
 

写真右上はホルンケトル ( 沸騰すると、笛が鳴る画期的な仕組みで、当時諸外国に輸出されて外貨を稼いだ。
しかし、現在では中国などで製作されたものが出回っている）。中央は、メッシュアート展　1991 より。
 右下は、上野の東京芸術大学図書館の壁面を飾るアート、「壁 Meccainismo 1967」として現存する。

田
崎
真
也
先
生
を
師
匠
と
し
て

一
流
の
ソ
ム
リ
エ
を
目
指
す
。

弟
の
不
破
由
晴
氏
と
と
も
に
、

ワ
イン
の
給
仕
人
を
務
め
る
。

藤
間
千
踊
は
、

　
国
立
劇
場
で
発
表
し
た


